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　 枝 の 垂 れ る 変 種 に シ ダ レ エ ン ジ ュ Styphnolobium 





フラボノール配糖体の rutin が多く含まれ（約 20%），そ
の ア グ リ コ ン の quercetin，kaempferol， イ ソ フ ラ ボ ノ
イ ド の genistein と そ の 配 糖 体 の genistin， サ ポ ニ ン の
kaikasoponin Ⅰ，Ⅱ，Ⅲなどが報告されています。rutin
には毛細血管強化作用があり，脳出血の予防などに用いら
　梅雨が明け，真夏の太陽が照りつける 7 〜 8 月頃，街路樹の下で小さな薄黄色の蝶形をした花
が落ちているのを見かけます。エンジュ（槐）はよく街路樹や庭木として植えられる高さ 20m に
達する中国原産の落葉高木で，夏場に枝葉を茂らすため，木陰を作る緑陰樹として日本，中国，韓
国などで植栽されています。和名は古名「えにす」の転化したもので，学名に japonicum （japonica） 
とあるのは日本産と勘違いされたためだそうです。葉は奇数羽状複葉で互生し，小葉は 4 〜 7 対























エンジュ Styphnolobium japonicum (L.) Schott
(=Sophora japonica L.)
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した。低木で 2 〜 5m ほどに生長し，5 〜 6 月に紫色の小さな花を咲かせます。高温や乾燥，さら
に根の土壌固定力も強く，マメ科植物特有の窒素固定による肥料木としても有用なため法
のりめん
面緑化に
利用され，道端，河川敷，荒地，海岸などに栽植されていますが，本植物も外来種問題が深刻化し
ています。
